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研究༭࣬

A大学້௺病֭看護師による୺࿝看護師へのコン΍ルΞーシοンの 

৘ఠとΣーΒ Ƚ内ࠏش病棟と外ࠏش病棟́の比較Ƚ

村中沙૕1)，੉名੗平1)，牧野ذ子2)，小野௛子1)，؍山جଲ1)，ऎ藤̯̥͞1)，ऎ藤౺美3)，กٖၦ1ࢤ)

1) ढ़ི֓ش大学້௺病֭ 　　　 
2) ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部 　 
3) 前 ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部

　目的は，A大学附属ප院看護師による専門看護師（以下CNS）への「コンサルテーシϣンの実態」と「χ
ーζ」を内科ܥප౩と外科ܥප౩でൺֱしそのಛ௃を明らかにすることである．内科ܥと外科ܥප౩の看
護師に対し，CNSへのコンサルテーシϣンの実態とχーζについてಠ自に作成した࣭問ࢴ調査を行ͬた．
回答者数は383名（回ऩ཰72.7ˋ）であͬた．分ੳは記述౷ܭの後，フィッシϟーの正確確཰検定で内科
ප౩看護師の方がCNSへܥප౩の差をൺֱした．CNSへのコンサルテーシϣンの実態は，外科ܥと外科ܥ
の相ஊ経験がଟく，内科ܥප౩看護師は外科ܥප౩看護師にൺべてCNSの໾ׂの理ղෆ଍と相ஊへのため
らいがଟかͬた．CNSへのχーζは，外科ܥප౩看護師の方が「チーム医療における医療者間の調੔」が
ଟく，回答者全体の倫理調੔への期଴は໿4ׂであͬた．今後はより࣭のߴい看護提ڙにد༩するため，
医療チームの調੔や倫理調੔に関する活動の検౼が必要とߟえる．

キーワード：看護師，専門看護師，コンサルテーシϣン，活用，໾ׂ਱行

The needs of nurses for interventions by certified nurse specialists, and the consultations 
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Ⅰȅ͉ ̲ ͛ に

　1996年に日本看護協会が認定する専門看護師੍度が発଍
し，2016年12月現在，໿1,900名の専門看護師（Certified 
Nurse Specialist以下，CNS）が全国で活動している１）．
CNSは，実践・相ஊ・調੔・倫理調੔・教ҭ・研究の6つ
の໾ׂを持ͪ２），ಛ定の専門看護分野の知識・技術を用い
て૊৫全体や施ઃ外への活動を行うことにより看護の࣭の
向上に౒めることが求められている．
　A大学附属ප院（以下Aප院）はಛ定機ೳප院であり，
2014年よりප院および所属する大学機関のCNSが専門看護
師会を立ͪ上͛，「がΜ看護」「ਫ਼ਆ看護」「小ࣇ看護」「ੑٸ・
ॏ症ױ者看護」領域の7名が活動している．各CNSは医療
࿈ܞ෱ࢱセンター，外དྷ，NICU，中ԝ部門などにۈ務し
ている．活動当初よりCNS間で࿈ܞし院内におけるCNSの
活動のप知と医療৬者のχーζの೺Ѳに౒めCNS໾ׂを実
行してきたが，看護৬員に対するCNSの活動ධՁは実施し
ていない．先行研究では，ߴ度先進医療を提ڙするප院に
おける認定看護師（Certiped Nurse以下，CN）・CNSに対
する看護師のχーζを೺Ѳした報告３）や，CNSとCNの໾
ׂ਱行に関する報告４）がなされているが診療科ຖのχーζ
のಛ௃などは明らかになͬていない．
　そこで，今回CNSの領域を問わずCNSの活用がՄೳとߟ
えるAප院の内科ܥප౩と外科ܥප౩の看護師のCNSへの
コンサルテーシϣンの実態とχーζのಛ௃を明らかにし，
Aප院の施ઃಛੑと看護師のχーζにଈした具体的な活動
内容を検౼したいとߟえた．

Ⅱȅ研 究 目 的

　本研究の目的は，今後のCNSの活動内容を検౼する基ૅ
務する看護師のCNSへのコンサルテۈྉとしてAප院にࢿ
ーシϣンの実態とχーζを内科ܥප౩と外科ܥප౩でൺֱ
しそのಛ௃を明らかにすることである．

Ⅲȅဥࢊの定義

ඤ科ࠏພ൓：ফԽث，॥ث؀・ਛଁ・代謝内分ൻ，ثٵݺ・
アϨルΪー，जᙾ・݂ӷ内科，リハϏリテーシϣン・ਆ経
内科，์ࣹઢ科ප౩を示す
ٵݺ・状થ外科，৺ଁ݂管ߕ・ೕથ・ثພ൓：ফԽࠏ科ٸ
޴科，ࣖඓҺ؟，外科，೴ਆ経外科，්人科ܗ外科，੔ث
科，ൽෘܗ成外科，ൻ೘ث科・ຑਲ科，ࣃ科口ߢ外科ප౩
を示す
΋ϋ΍σΞȜΏοϋ： Aප院の内科ܥまたは外科ܥප౩の
看護師がղ決ࠔ೉とײじる問題について௚接的または間接
的にCNSの支援を受けること
ΣȜΒ：Aප院の内科ܥまたは外科ܥප౩の看護師がղ決

じる問題についてCNSの介入を求めることײ೉とࠔ

Ⅳȅ研 究 方 法

ˍȅ研究デΎイン

　自記ࣜ調査ථを用いた横断研究

ˎȅ研究చય

　対象は，Aප院にۈ務する看護師791名のうͪ，看護師
長・෭師長を含めた内科ܥප౩にۈ務する看護師203名と
外科ܥප౩にۈ務する看護師324名の527ܭ名である．今回
はCNSの領域を問わずCNSの活用がՄೳとߟえる内科ܥ，
外科ܥප౩の看護師を対象とし，それ以外のප౩と中ԝ部
門，外དྷにۈ務する看護師は対象からআ外した．なお，調
査施ઃのಛੑとして，内科ܥප౩にはCNが5名，外科ܥප
౩にはCNが4名配ஔされており，当該部署にCNSは配ஔさ
れていない．

ˏȅ಺査期間

　ฏ成29年1月

ːȅ಺査方法

　Aප院の看護管理責任者に研究協ྗ依頼文書と࣭問ࢴを
用いて説明し承諾を得た後，対象ප౩の看護師長に対象者
への研究協ྗ依頼書と࣭問ࢴの配෍を依頼した．࣭問ࢴは
個別に配෍し，回ऩは各ප౩にઃஔした回ऩശにݫ෧のう
え投വするཹめஔき法とした．

ˑȅ಺査内ယ

　࣭問ࢴはແ記名とし，Ԟら３）の文献をߟࢀにಠ自に作成
した．調査項目は，ᶃ基本的属ੑ：年ྸ，ੑ別，看護師経
験年数，ᶄCNSへのコンサルテーシϣンの実態：CNSの໾
ׂの認知，CNSへ相ஊや助言を求めた経験の有ແ，CNSに
相ஊする際の๦͛，ᶅCNSへのχーζ：CNSに依頼や相ஊ
したい内容もしくはCNSの介入を期଴したい内容，とした．

˒ȅデータ分析方法

　データ分ੳには，SPSS Statistics 22.0を用い，ᶃ記述౷
務する看護師ۈප౩にܥᶄ内科，؍を行ͬてデータを֓ܭ
と外科ܥප౩にۈ務する看護師のCNSへのコンサルテーシ
ϣンの実態，χーζについてFisherの正確確཰検定を用い
てൺֱ，有意水準は5�とした．

Ⅴȅႃ理的෻ၪ

　本研究は，研究者の所属する看護部倫理審査委員会の承
認（No.16-59）を受けて実施した．調査依頼時にAප院の
看護管理責任者と対象看護師長，対象者に対し，当該研究
のझ旨や目的，ࢀ加とఫ回に対する自༝意志とಗ名ੑの保
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A大学附属ප院看護師による専門看護師へのコンサルテーシϣンの実態とχーζʵ内科ܥප౩と外科ܥප౩でのൺֱʵ

証，データのऔりѻい，成果の公表等について文書を用い
て説明を行い，࣭ 問ࢴの回ऩをもͬて研究協ྗ同意とした．

ᶜȅࠫ　　　果

ˍȅచય者のٽ要

　࣭問ࢴの回ऩ཰は72.7 （̀nʹ383）で，有ޮ回答཰は
100.0ˋであͬた．対象者は，内科ܥප౩にۈ務する看護
師140名（உੑ6名，ঁੑ134名）と外科ܥප౩にۈ務する
看護師243名（உੑ16名，ঁ ੑ223名，ແ回答4名）であͬた．
対象全体の看護師経験年数のฏۉ஋は14.9ʶ11.5年であり
内科ܥප౩にۈ務する看護師と外科ܥප౩にۈ務する看護
師の看護師経験年数に差ҟは認めなかͬた．

ˎȅńŏŔへのコン΍ルΞーシοンの৘ఠ

ˍ）ńŏŔの࿨ڬの認知（ນˍ）

　CNSの6つの໾ׂの認知度を所属部署（内科ܥ・外科ܥ）
別にൺֱした結果，「研究」໾ׂでは内科ܥප౩で「知ら
ない」と回答した者がଟかͬた（p � .05）．
ˎ）ńŏŔへ௖౴͞੩࡞を̹͛ݥ経ࡑ

　CNSに対して個人および自部署で相ஊや助言を求めた経
験について，全体において「経験がある」と回答した者は
58.5ˋであͬた．相ஊや助言の経験を所属部署（内科ܥ・
外科ܥ）別にൺֱした結果，「経験がある」と回答した者
は内科ܥප౩で49.3ˋ，外科ܥප౩で63.8ˋであり，外科
� ප౩において有意にଟかͬた（pܥ .01）．
ˏ）ńŏŔに௖౴するषのཐ̬（ນˎ）

　CNSに相ஊする際の๦͛を所属部署（内科ܥ・外科ܥ）
別にൺֱした結果，内科ܥප౩で「CNSがԿをしてくれる
のかわからない」「自部署以外の人に相ஊしてよいかため
らいがある」と回答した者がଟく，外科ܥප౩で「๦͛に
なるものはない」と回答した者がଟかͬた（p � .05）．

ˏȅńŏŔへのΣーΒ（ນˏ）

　CNSへのχーζを所属部署（内科ܥ・外科ܥ）別にCNS
への期଴をൺֱした結果，外科ܥප౩で「チーム医療に
おける医療者間の調੔」と回答した者がଟかͬた（p � 
.05）．

ᶝȅࣉ　　　ख़

　今回対象とした内科ܥ・外科ܥප౩間の看護師経験年数
の差ҟは認めず，内科ܥ・外科ܥප౩の૒方にCNSは所属
していない状گであͬたことから，前提条件の差はないと
．えるߟ

ˍȅńŏŔへのコン΍ルΞーシοンの৘ఠについて

　CNSへのコンサルテーシϣンについてのൺֱでは，外科
とܠප౩で相ஊや助言を求めた経験がଟかͬた．このഎܥ

して，Aප院の外科ܥප౩ではซ存࣬ױのあるがΜױ者の
प術期管理がଟく，ױ者έアにはCNSが所属するଟ৬種専
門チームの介入を要することから，CNSに相ஊしやすい؀
ප౩ではܥえる．内科ߟしていたのではないかとڹがӨڥ
CNSに相ஊする๦͛として「CNSがԿをしてくれるのかわ
からない」や「自部署以外の人に相ஊするためらい」をڍ
͛る者が有意にଟかͬた．内科ܥප౩では専門ੑのߴい診
療科がಠ立して存在しており，各診療科の専門ੑに応じた
CNが配ஔされている．そのため，看護援助に関する問題
はओ治医である専門医とප౩配属のCNなどへの相ஊによ
り自科でղ決していることがਪ࡯された．黒田ら５）は，ױ
者への௚接έアについてCNの໾ׂは本དྷの໾ׂ以上に֦
大していることを報告している．CNSの介入は間接的な支
援も含まれていることから，CNとCNSの活動や໾ׂの۠
分がつきにくくCNSの໾ׂがみえにくかͬたのではないか
とߟえる．また，CNSへの相ஊの๦͛では相ஊ内容の໎い
がଟく，相ஊへのためらいやCNSをબ定できないなどが
上位を઎めていたことから，在੶するCNSの領域と໾ׂ・
活動内容の理ղが進Μでいない現状が࢕われた．山田６）は
CNSଆからの໾ׂ਱行上のࠔ೉について「看護部内他部
署へのコンサルテーシϣン」「૊৫横断的な活動」を͛ڍ
ており，Aප院においてもこれらの活動ల開については各
CNSの活動期間や内容に差がある．෱地本ら７）は，「ಛ定
機ೳප院では，ෳ雑ੑのߴいױ者対応が求められており，
ෳ数のCNS-CNの活動成果は૊৫としての࣭の担保にߩ献
するものである」と述べており，今後は領域間でのCNSの
࿈ܞをڧԽし内科ܥප౩での活用もਪ進されるような活動
を検౼する必要があるとߟえる．
　以上の現状を;まえ，今後はCNSの存在認知とCNSの໾
ׂと活動のप知，相ஊしやすいシステム作りを行う必要が
ある．

ˎȅńŏŔへのΣーΒについて

　CNSへの期଴について，外科ܥප౩において「チーム医
療における医療者間の調੔」のχーζがߴかͬたഎܠとし
て，外科ܥප౩ではӫཆサポートチームをはじめとするप
術期管理に関࿈したଟ৬種専門チームの介入が行われてお
り，チーム医療がల開されやすいڥ؀であることがߟえら
れる．こうしたଟ৬種チームと部署間の࿈ܞは࣭のߴい医
療を提ڙするためには必ਢであることから，CNSに対する

「調੔」໾ׂへの期଴がߴいことがਪ࡯された．一方，内
科ܥප౩，外科ܥප౩の看護師におけるCNSの໾ׂ認知度
は૒方とも「倫理調੔」が௿く，「倫理的問題の調੔」へ
の期଴も௿かͬた．「倫理調੔」として行ͬているCNSの
業務について，黒田ら５）はಛにがΜやクリティカル領域で
の「事例検౼」や「倫理的課題のந出」を͛ڍているが，
CNSへのコンサルテーシϣンまでにはͬࢸていないことが
明らかとなͬた．Ԟらは，「看護έアの࣭の向上にߩ献す
るためには，施ઃのજ在的χーζをとらえ，活動内容を明
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A大学附属ප院看護師による専門看護師へのコンサルテーシϣンの実態とχーζʵ内科ܥප౩と外科ܥප౩でのൺֱʵ

示しながら活動し，ޮ果を示すことがॏ要である」３）と述
べている．このことから，今後はજ在的な倫理問題のந出
などのੵۃ的な介入を検౼し，CNSとしての「倫理調੔」
໾ׂを明示していく必要があるとߟえる．

ᶞȅུ研究のٮࡠと今後の課題

　本研究は，一施ઃの内科ܥ・外科ܥප౩にۈ務する看護
師が対象であり，他の施ઃやප౩にۈ務する看護師のCNS
へのコンサルテーシϣンの実態とχーζについて໢ཏでき
ていない．更に対象施ઃにۈ務するCNSの分野が限られて
いるため，他の分野のCNSへのχーζについては明らかに
なͬていないՄೳੑがある．
　また，対象施ઃおよびප౩の規໛のҧいやಛ௃により
CNSの活用には差があることがਪ࡯され，CNSへのコンサ
ルテーシϣンに関する実態を明らかにするためには，実際
の活動に対応した調査のੵみॏͶが必要である．

ᶟȅࠫ　　　論

　Aප院の内科ܥප౩看護師140名と外科ܥප౩看護師243
名の回答から，CNSへのコンサルテーシϣンの実態とχー
ζのಛ௃が明らかとなͬた．
１．CNSへのコンサルテーシϣンの経験は，対象全体の໿
6ׂに相ஊ経験があͬたが内科ܥප౩の看護師は外科ܥප
౩の看護師にൺべてCNSの໾ׂの理ղෆ଍と相ஊへのため
らいがଟかͬた．今後はCNSの໾ׂのप知と相ஊしやすい
システム作りが必要とߟえる．
２．CNSへのχーζは，外科ܥප౩の看護師は内科ܥප౩
の看護師にൺべて，「チーム医療における医療者間の調੔」
の໾ׂを期଴するׂ合がߴかͬた．より࣭のߴい看護提ڙ
のためにはCNSが所属૊৫の看護師のજ在的χーζをॆ଍
することが必要であり，「倫理調੔」໾ׂに関する活動の
検౼が必要とߟえる．

৫ 　 　 ৃ

　本研究の調査に͝協ྗいたͩきましたA大学附属ප院看
護師のօ༷にਂ謝ਃし上͛ます．

၌ף௖反ٳা

　本研究において，公的研究費の助成はなく，開示すべき
利益相反状態は存在しない．
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